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“1931年”

といふ此の歳は，元旦が明けると早々，まことに賑々しく多忙な年であ

る．まつ一月六日は木星の封衝．同二十七日は火星の射術．叉，同三十一

日にはエロスが最近距離に穿る．實に，観測者たちに取っては，盆と御疋

月とが一時にやって來たやうな忙しさである。木星は何時見ても面白いも

のであるが，特に二三年前からは，赤道北邊に激しい氣流と，輝やかしい

白斑とが出現して，其の筋の専門家ナ：ちを苛立ナこせてみる．火星は，距離

から言へば，最：も遠い射衝時期に當ってみるのであるから，一一meの人々に

は鯨り騒がれないかも知れないが，しかし，常日頃，此の星の観察を怠ら

ない人々に取っては，何と言っても，火星の北極方面が我が地球に顔をむ

けてみる珍らしい時なので，300倍以上の望遠鏡を使へば，牧獲は多から

う．

　エロスの観測は今がL青き入れ時「である・獅子・座を縦断して，セキス

タントからヒドラへ抜けようと急いでみる此の星を，三十年間待ちに待つ

ナこ全倣界の観測者ナこちは，長大な屈折機や，大口径の反射機など，あらゆ

る測観武器を用みて，二月の末ごろまてに，出門るだけの研究材料を獲や

うとあせってみる．第一の目的は此の星の視差の観測，第二の目的は其の

光輝攣動の観測，又，第三の目的は此の星の近いのを利用して，我が月の

質量の決定である．此等各方面の観測が，何れも首尾よく途行されて，近

く優秀な成績が馴♪られ，L1931年「が天文學史上に特筆されるに至らん

ことが望ましい．此の期に因んで，今回始めて學界に試用される東京三鷹



86 ‘‘1931年，，

の650ミリ屈折機と，花山の46センチ反射機の成功を所る．夏に又，1930

年末に，我が若き會員古畑君によって早くも見つけられナこエロスの短週期

攣光性が，願はくば同君及び我が客員ナこちによって，徹底的に槻測研究さ

れ，日本の天文學界の誇りとして之れが永く學術史上に淺されるに至らん

ことを．

　此の1931年には，日食が三回と，月食が二回ある．月食は，四月三日と，

九月二十七日とで，何れも三三の西の室に低く見える皆既食である．雨回

とも，月食の光輝と地球上の乙丸との關係を研究するのに好い状態である・

日食は，四月十八日にアジア大陸の東部で，又，九月十二日にはべ1リン

グ海挾附近で，又，十月十一日には南米の南端から南極にわナこり，何れも部

分食である．共のうち，四月のものだけが樺太，朝鮮，満洲あたりで見え

るが，ほかは皆，我が日本では縁の無いものばかり．

　彗星は，エンケ彗星が第．十八回目の蹄來を六月にするほか，土星族の

ニウジミン彗星も三って來る筈である．其の以外に，多くの新彗星が各地

で高見されるだろうことは，勿論豫期すべきであるが。

　彗星に因んで，流星界に，かの有名な獅子座の大流星雨が，も早やソロ

ソロ大きく襲來して計る時期に近づきつ・ある．第十九世紀中，1833年，

1866年，1899年と，三十三年おきに盛んに現はれナこ歴史から推して，こん

どは1932年目あるが，今年あたりから，流星の山門家は特別な注意が必要

である．（1931年のし天文年高より）


